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来年の稲づくりは今秋から
□あきた白神米の品質・食味向上は土づくりから□
　土づくりは、必ず実施すべき基本技術であり、土づくりを実施しない圃場では高品質・良食味米
の安定生産を行うことはできません。
　登熟期間の根の活力低下による養水分吸収量の低下は、登熟に大きな影響を及ぼします。このた
め、根を健全に保ち根域を深く拡大させ、生育途中の急激な葉色低下や生育の停滞を防ぎ、登熟後
半まで根の養水分吸収能力や光合成能力を高く持続させる土づくりの技術は、高品質・良食味米の
安定生産にとって必須の技術です。
□土改材肥料散布＋秋耕起のすすめ□
　稲刈り終了後、土壌改良資材を散布
し耕起を行えば翌年の土づくり肥料を
省略できるほか、稲わらの腐熟が進
み、わらの浮きや残った多年生雑草
が、新たに地下に繁殖体を作るのを防
ぐため、翌年の雑草・病害虫の抑制に
効果があります。
□稲わらすき込み効果とポイント□
■�土を柔らかくして、土の養分を抱え
る力が向上する。

■地力の維持増進、土壌の改善、米の品質向上に役立つ。
■�稲わらの分解を促進するために、収穫が終わったら速やかに秋耕起を行いましょう。

　土づくり実施、未実施者別の食味値平均では、やはり土づくりを行っている方のほうが食味値は
高くなります。土づくり資材（ケイカル肥料）の散布量と食味値の平均では、散布量が多いほど食
味が高くなる傾向にあります。

土壌改良資材の委託散布について
　毎年続発する異常気象、稲の登熟期にあたる夏場の異常高温に対
する備えが必要になります。
稲が登熟期に高温に晒されても負けない解決策のひとつが、稲が生
育の中で最も多く必要とする「ケイ酸」（ケイカル肥料）を与える
事で、高温下での品質低下を防ぐ効果があります。

○アスパラガス栽培について
　促成アスパラでは、株養成の終盤になってきまし

た。
　株の肥大を促進していくために、亜リン酸資材の
散布を行なっていきましょう。
　ＰＳダッシュＭＥネオやエレマックス赤などを
１，０００倍に薄めて散布してください。

アスパラガス

○きゃべつ栽培について
　きゃべつは重量野菜ではありますが、作業日数が
少なく、収穫調整作業も包丁１本で行えます。

　兼業農家でも無理なく作業ができる１０ａ程度であ
れば作付可能だと思います。また、前に作付されて
いた経験者の方もぜひ作付をお願い致します。
　次年度、初夏穫りきゃべつの作付けにチャレンジ
したい方は営農企画課まで。

白神きゃべつ

○長ねぎ栽培について
　稲刈り後の病害虫防除を行いましょう！！
◎べと・さび病
　今年べと・さび病が多発した（梅雨時期）圃場の
周辺では再発する可能性があります。
　気温が徐々に涼しくなると、病害が発生しやすい
条件となりますのでご注意下さい。
◎黒斑・葉枯病（黄色斑紋病斑（マダラ模様））
　葉先枯れや病害痕、虫の食害痕等に黒斑・葉枯病
が発生しています。

　気温の低下と共に、葉枯病は黄色斑紋病斑（マダ
ラ模様）になるので防除が必要です。
　また、収穫遅れが発生を助長します。
◎ネギアザミウマ
　７／下～８／上の干ばつ・高温で多発傾向となっ
ています。
　今後冷涼になれば発生は減少するものの、被害は
なくなりません。
［防除ポイント］
　・定期的な薬剤散布（７～１０日間隔）
　・粒剤の併用
　・同系統薬剤の連続使用を避ける
　・異系統薬剤の混合散布

白神ねぎ

○山うど栽培について
　茎葉の刈り取り（１１月中旬～）
　・�茎葉の刈り取りは低温に遭遇し、茎葉が十分黄
化して茎が空洞化した頃に茎葉の刈り取り作業
を行って下さい。

　　�枯れ上がりが遅いほど休眠覚醒までに時間を要
するため注意が必要です。

株の掘り取り（１１月下旬～１２月中旬）
　・�掘り取り時に土を落とし、霜害に遭わないよう
その日の内に搬出する。搬出後は、ジベレリン
の効果を上げるため、根株の土を洗い流した
後、株が白くなる程度乾かす。

白神山うど

　右記、土壌改良材散布申込書の提出期日は、１０月２９日（金）
までです。
散布を希望される方は、令和４年度用営農資材予約注文書の申
込用紙に記載の上、期日までの提出をお願いします。

◆土壌改良資材の委託散布について◆
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